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中期経営計画「チャレンジ 300」策定に関するお知らせ 

 

当社グループは、2012年４月期から 2014年４月期にかけての中期経営計画「チャレンジ 300」を策定いたしましたので、

お知らせいたします。 

「チャレンジ 300」では既存ビジネスの拡充と新たな事業展開の 2つの基本戦略により事業の拡大を図り、2014年４月期

には、売上高 300億円、経常利益率 10％目指してまいります。 

 

記 

１．計画の背景 

当社グループが属する美容健康機器業界は、近年の急激な市場認知度の高まりを受け、新規参入企業が増加しており、

市場規模の拡大とともに、販売されるアイテムのバラエティ化が進むなど、今まさに市場黎明期として活況を呈しており

ます。 

こうした中、当社グループは、堅実に増収増益を維持し、2009年 12月に大阪証券取引所 JASDAQへ、2011年１月には東

京証券取引所市場第二部への上場を果たしました。 

そこで、この度、当社 グループの今後３年間の経営目標及び基本戦略を明確にし、その内容を社内外に公表することで、

今後の成長をより確実にすべく、中期経営計画「チャレンジ 300」として公表する運びとなりました。 

 

２．基本戦略 

今回、当社グループの更なる長期的な成長を志向する上で、以下大きく２つの視点から成長シナリオを策定しておりま

す。 

 

① 既存ビジネス 

■ 販路（店販、通販、直販）展開 

 各販路の特性を活かしバランスよく着実に売上高を増加させる 

■ 製品・商品ラインナップの充実 

 カテゴリー（美容家電、ウェルネス家電・フィットネス器具、化粧品・雑貨）毎に、新ヒット商品・ロングセラ

ーアイテムを毎期２～３品目ずつ増加させる 

■ ヤーマンブランドの浸透 

 販売前の効果効能検証や販売後のアフターケアを更に充実させ、ヤーマンブランドの魅力をよりマーケットに浸

透させる。 

 

② 新たな事業展開 

■ グローバル展開 

 成長著しい中国を中心とするアジア市場及びエステ先進国たる欧米市場への展開 

■ 医療分野への進出 

 特許技術等を活かした個人用エステ機器初となる医療機器分野への進出 

 

尚、新事業展開の具体的内容については、公表可能な段階となりましたら速やかに開示いたします。 
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３．業績目標 

「チャレンジ 300」の計数目標は下表のとおりです。 

連結業績 

 2011年 4月期 

（実績） 
2012年 4月期 2013年 4月期 2014年 4月期 

売上高（百万円） 19,668 22,020 25,000 30,000 

経常利益（百万円） 1,699 1,939 2,300 3,000 

売上高経常利益率（％） 8.6 8.8 9.2 10.0 

2014年４月期には、売上高 300億円、経常利益率 10％を達成すべく全社一丸となって邁進して参ります。 

 

以  上 


